
本校の教育活動が茨城新聞に紹介されました。〔令和５年２月１５日（木）〕

本校では、令和４年度から外国人特例入学者選抜の枠を40名とし外国籍生徒の個々の能力

が発揮できる学校として支援を行っています。地元である常総市をはじめとして、県西地区

では日本語を母語としない外国籍生徒が増えています。人口減少が進む茨城県にとって、外

国人の方々を迎入れることは非常に重要なテーマです。外国人の生徒の状況をしっかりと踏

まえながら教育する学校として、地域社会の担い手を育成しようと支援を行います。

現在石下紫峰高校には15カ国の外国籍生徒が100名以上在籍しています。外国籍生徒を

対象に国語、理科、学校設定科目の授業を中心に「取り出し授業」を実施しています。外国

籍生徒支援教育についてはまだ新しい分野の事業であり、前例がありません。記事の通り手

探りの状況ですが、失敗を恐れず様々なことに挑戦しています。

国籍も言語もそれぞれの個性であるとお互いに認め、その個性を十分に発揮できる能力を

身につけてほしいと思います。




